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第９回 はまはく講座 R6.8.4

浜松の古墳時代 ～天竜川西岸域を中心に～

浜松市博物館 鈴⽊京太郎
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１ 古墳時代における集落の状況
２ 古墳の様相 〜天⻯川⻄岸域を中⼼に〜

（１）築かれた⾸⻑墓
（２）積⽯塚と横⽳式⽯室の普及

３ 出⼟遺物にみるくらしの変化
おわりに

浜松の様相
弥⽣末〜 集落の縮⼩・移動

古墳の築造

横⽳式⽯室の導⼊

⼩型円墳で構成される群集墳の増加

渡来系⽂物の受容

⽔辺における祭祀の盛⾏

古墳の減少、⼩型化

古墳築造をほぼ停⽌

はじめに
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１ 古墳時代における集落の状況

弥生時代後期 平野部の微高地中心に多数の集落が展開

弥生時代末～古墳時代
より安定した微高地もしくは台地の上に
集落の分布が移り、数も減る

環境の変化（湿潤化による洪⽔や湿地化）
＋

社会の変化（集落の再編）

弥⽣時代後期の拠点的な集落遺跡
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弥⽣時代末〜古墳時代の主な集落遺跡

古墳の多い地域
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古墳についての基礎知識

２ 古墳の様相 〜天⻯川⻄岸域を中⼼に〜

⻄遠江における古墳の変遷

・前期の初め頃は、弥⽣時代に
引き続き⽅形周溝墓を築造

・前期半ば頃前⽅後⽅墳を築造

・前期後半に最初の前⽅後円墳

・中期末まで前⽅後円墳がない

・中期末〜後期に⼩型前⽅後円
墳が増加

・後期後半から横⽳式⽯室の本
格的普及、多くの⼩型墳で構
成される群集墳が急増
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主な古墳分布図

古墳時代前期後半以降、ヤマ
ト政権の影響のもとで、⾸⻑
の墓として前⽅後円墳や中⼤
型の円墳が築造。

その後、中期末から後期前半
にかけては、⼩型の前⽅後円
墳が増加→ヤマト政権の⽀配
が細部に浸透

中期半ばから後期中頃にかけ
ては、埴輪を墳丘上に⽴てる
古墳が増加。

（１）築かれた⾸⻑墓
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⾚⾨上古墳（浜名区内野）
墳 丘 前⽅後円墳（全⻑56.3ｍ）
⽴ 地 三⽅原台地東縁
埋葬施設 ⽊棺直葬（割⽵形⽊棺）
出⼟遺物 三⾓縁神獣鏡、銅鏃、⼤⼑、

鉄剣、鉄斧、鉄鎌など

墳丘の形態や規模に
加え、畿内との関係
の強さを⽰す副葬品
から、天⻯川⻄岸域
を治めていた⾸⻑の
墓と⽬される。

埋葬施設

三⾓縁神獣鏡
・縁の断⾯が三⾓形で、神
仙と霊獣の⽂様が配されて
いる
・古墳時代前期の、東北〜
九州の有⼒⾸⻑墓から出⼟。
・ヤマト政権が政治的連携
の証として、各地の有⼒⾸
⻑に配布したと考えられて
いる。
・中国で発⾒例がなく製作
地には主に２つの説。（中
国で作られたものが渡来し、
後に国内で模倣されたとい
う説と、中国から渡来した
⼯⼈により国内で製作され
たという説）。
・他の中国鏡よりやや⼤型
で、同范鏡が多数存在する。
・多数⾯をまとめて副葬す
ることがある。
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内野地区における
前中期の中型円墳

・前期末〜中期後半に葺⽯
をもつ中型円墳が複数築
かれる。

・⾚⾨上古墳の被葬者に続
く有⼒者の墓とみられる。

・前⽅後円墳は、後期末ま
でみられない。

権現平⼭７号墳（前期末）
赤門上古墳の近くに築かれ
埋葬施設や副葬品も類似

稲荷⼭古墳（中期前半）
直径37ｍは内野古墳群最大

神明社上１号墳（中期前半）
埋葬施設2基から銅鏡等出土

観⾳ツブラ古墳（中期中頃）
埋葬施設から大刀等出土
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光明⼭古墳
（天⻯区⼭東）
墳 丘 前⽅後円墳（全⻑83ｍ）

葺⽯と埴輪あり
⽴ 地 ⼆俣川を⾒下ろす丘陵上
埋葬施設 未調査
出⼟遺物 埴輪（円筒・朝顔）

・当該時期の遠江で最⼤の墳丘
・墳丘形態に畿内の古墳との類似性
・天⻯川下流域に広く⼒を及ぼして
いた⾸⻑の墓と⽬される。

・南側に造り出し付き円墳の２号墳
が⽴地（消滅・遺物未発⾒）

明治期の地形図
（光明⼭古墳
と主要道を加筆）

・天⻯川に近く、東
⻄・南北の主要道も
付近を通過する交通
の要衝
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左上：後円部葺⽯の状況
左下：墳裾の基底⽯の列と

転落した埴輪
右上：出土した円筒埴輪と

朝顔形埴輪

千⼈塚古墳（中央区有⽟⻄町）
墳 丘 造り出し付円墳

（直径49ｍ）
葺⽯と埴輪あり

⽴ 地 三⽅原台地の東縁
埋葬施設 ⽊棺直葬２基
出⼟遺物 三⾓板⾰綴衝⾓付

冑、三⾓板⾰綴短甲、
鉄剣、⼤⼑、鉄鏃、
鉄斧、斧頭形⽯製品
など

造出しからも鉄製の武具などが
出⼟➡軍事的な⾊彩の強い被葬
者像
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左上：墳丘
左下：円筒埴輪
右上：主な副葬品

・三⽅原学園の敷地内
に９基の古墳が点在

・５世紀後半に４号墳
や６号墳が築かれる

・６世紀前半に瓢箪塚
古墳（１号墳）や、
２号墳が築かれる

千⼈塚古墳群

４号墳出⼟七鈴鏡
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辺⽥平１号墳（浜名区染地台六丁⽬）
墳 丘 前⽅後円墳

（全⻑20ｍ）
埴輪あり

⽴ 地 三⽅原台地東縁
埋葬施設 礫床
出⼟遺物 形象埴輪、円筒

埴輪、⼑、鉄鏃、
勾⽟等

⿅形埴輪と⼸引き⼈物（狩⼈）埴輪
・神聖な動物である⿅の狩りは祭祀的な意味合いを有する
・｢⾒返り｣のしぐさがよくわかる⿅形埴輪は全国で数例
・⼸を引く所作をしている⼈物埴輪は本例以外未確認
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⼈物埴輪
・⼥⼦埴輪は巫⼥とみられ、
儀式の様⼦を再現する埴輪
群像でよくみられる。
・腕の先を⽋失するが、何
かを捧げ持っているとみら
れる
・他の⼈物埴輪には以下の
ものがあり、腕の破⽚数な
どから10体以上の⼈物埴輪
が存在したとみられる
・巫⼥（数体）
・甲冑をつけた武⼈
・あぐらをかいた⼈物
・帽⼦を被った⼈物
・その他男⼦

⿃形埴輪
・にわとりのつがいの埴輪（左が雄、右が雌）
・時を告げる⿃として、神聖視され形象埴輪にみられる
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・五世紀には、朝鮮半島から新たな⽂化や技術がもたらされた。
・渡来した⼈々の墓と考えられる積⽯塚が築かれた。
・六世紀半ば以降の埋葬施設には横⽳式⽯室が導⼊された。

（２）積⽯塚の登場と横⽳式⽯室の普及

積⽯塚の特徴と構造
・古墳の墳丘を⼟ではなく⽯で築いたもの
・国内の積⽯塚からは朝鮮半島産の遺物も伴う例あり

→渡来してきた⼈々の墓と⽬される
・盛⼟の古墳が丘陵の上に⽴地することが多いのに対し、
積⽯塚は⾕など、築く場所が分けられている例がある
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⼆本ヶ⾕積⽯塚群（浜名区染地台五丁⽬ほか）
・三⽅原台地東縁の２つの⾕に、東⾕２２基、⻄⾕６基が確認
・墳丘は円礫で築かれ、⼀辺数ｍ程度の⽅墳が多い
・埋葬施設は竪⽳系で、側⾯に⽯や粘⼟を施す例がある
・特殊な墳丘構造や⽴地状況などから 渡来系の集団によって
築かれた可能
性が⾼い

⼆本ヶ⾕積⽯塚群（東⾕群）の⽴地状況
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東⾕１号墳 東⾕２号墳

東⾕４号墳と出⼟遺物（右）

⾕から上がった積⽯塚
⼆本ヶ⾕積⽯塚群が⽴地する⾕に隣接した丘陵上では、辺⽥平
古墳群が５世紀中頃から築かれている。
⼆本ヶ⾕積⽯塚群の築造が停⽌する６世紀前半に、辺⽥平古墳
群内に積⽯塚が現れ
、盛⼟古墳の埋葬施
設も変容する。
こうした状況は、積
⽯塚を築いた⼈々の
次世代が、在地の集
団と融合していった
可能性を⽰す。

積⽯塚の辺⽥平14号墳
（中央上）と後続して築
かれた12・15・16号墳
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横⽳系の埋葬施設
横⽳式⽯室導⼊期の６世紀前半〜中頃には多様な横⽳系の埋
葬施設がみられる。
横⽳式⽊室は、⽊や粘⼟で墓室を構築する。
竪⽳系の埋葬施設に横⽅向の出⼊⼝を設ける例も確認。

横⽳式⽊室（⽡屋⻄Ｂ５号墳） 出⼊⼝のある埋葬施設
（辺⽥平12号墳）

横⽳式⽯室の普及
・⽯を積み上げて造られた部屋
に横⽅向の出⼊⼝がついている
ため、何度も埋葬することが可
能
・５世紀に朝鮮半島から⽇本列
島に伝わると、天⻯川⻄岸域で
は古墳時代後期の６世紀後半〜
７世紀に普及
・当該時期における⼤半の古墳
で横⽳式⽯室が⽤いられる
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興覚寺後古墳
（浜名区宮⼝）
墳 丘 前⽅後円墳

（全⻑35ｍ）
⽴ 地 天⻯川平野北側

の丘陵
埋葬施設 後円部に⽚袖式

の横⽳式⽯室
出⼟遺物 ⾦銅装の⾺具や

⼤⼑など
・天⻯川⻄岸域で最初に横
⽳式⽯室を導⼊
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蛭⼦森古墳（中央区豊町）

墳 丘 円墳（直径24ｍ）
⽴ 地 天⻯川平野の微⾼地上
埋葬施設 右⽚袖式の横⽳式⽯室
出⼟遺物 ⾺具や⼤⼑、勾⽟、⽿環

⿃形装飾付須恵器

特異な⽴地や、装飾須恵器の出⼟か
ら、特殊な役割や⽴場にあった有⼒
者の墓と考えられます。
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半⽥⼭古墳群
（中央区半⽥⼭⼀丁⽬ほか）

・150基程度がＡ〜Ｈの⽀群
に分布
・分布範囲が広く、各⽀群に
時期差があり、６世紀前半〜
中頃に横⽳式⽊室が導⼊され
た後、６世紀後半〜７世紀中
頃に横⽳式⽯室の古墳が盛ん
に築かれる。
・⼀部では８世紀代まで古墳
の築造が継続。

三⽅原台地東縁の
後期群集墳
半⽥⼭古墳群、下滝古墳群、
⽡屋⻄古墳群、千⼈塚平古墳
群など、横⽳式⽯室を有する
⼩型円墳を中⼼に構成される
後期群集墳が６世紀後半以降
に急激に増加
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向野古墳
（浜名区根堅）
墳 丘 円墳（直径18ｍ）
⽴ 地 天⻯川平野北側の

河岸段丘
埋葬施設 横⽳式⽯室
出⼟遺物 未確認
⽯室は巨⼤な割⽯で築かれ、
畿内の切⽯積みの⽯室との類
似性がうかがえる。⽯室形態
から７世紀前半頃に築かれた
と推測。
付近に存在した涼ノ御所古墳
（消滅）からは、向野古墳と
同じ構造の⽯室から⾦銅製冠
帽が出⼟したと伝わる。

左 向野古墳⽯室

上 伝涼ノ御所古墳出⼟
⾦銅透彫⾦具（複製）
原品は神宮徴古館蔵
（重要⽂化財）
※冠帽のつばの部分
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３ 出⼟遺物にみるくらしの変化
５世紀に朝鮮半島から渡来した
⼈々は、窯業、⾦⼯、鍛冶、機織
など、技能を⽣かした活動に従事
した。
また、乗⾺、かまどなどの⾵習も
持ち込まれ、⽣活様式に⼤きな影
響を与えた。
各地の⾸⻑層は先進的な技術を獲
得しようと積極的に渡来⼈を受け
⼊れたとみられ、出⼟品等から渡
来⽂化の受容の⼀端をうかがうこ
とができる。

移動式かまどと調理具

有⽟古窯跡
（中央区半⽥⼭⼆丁⽬）
三⽅原台地東縁で６世紀前半〜中
頃に須恵器を焼いた窯跡。
５世紀初め頃に朝鮮半島から須恵
器製作技術が⽇本列島に伝わると、
６世紀に地⽅でも⽣産が進む。
⽡屋⻄古墳群
や辺⽥平古墳
群等から出⼟
する須恵器は、
有⽟古窯跡で
焼かれたもの
が確認されて
いる。
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乗⾺の⾵習と⾺具

５世紀に乗⾺の⾵習が渡来す
ると⽇本列島内で急速に広ま
る。各地で⾺の飼育や⽣産が
⾏われ、⾺具が副葬品として
古墳から出⼟する。
⾺具は威信財としての側⾯も
有し、有⼒者の古墳からは、
渡来した⾼い⾦⼯技術で作ら
れた⾦銅装の⾺具が出⼟する。
６世紀後半以降は、乗⾺の普
及に伴い実⽤的な鉄製⾺具の
副葬が増加する。

蜆塚3号墳出⼟の副葬品
（左寄りが⾦銅装⾺具）

古墳時代のくらし
弥⽣時代に天⻯川平野の微⾼地に点在していた集落は、古墳
時代を迎えると衰退し、様相は不明瞭となる。
そうした中で、恒武遺跡群では古墳時代の遺跡が集中する。
恒武遺跡群
（中央区恒武町ほか）
古墳時代前期〜後期（４世紀〜
７世紀）。
恒武遺跡群（⼭ノ花遺跡、恒武
⻄浦遺跡、恒武⻄宮遺跡、笠井
若林遺跡等）は、天⻯川⻄岸域
の古墳時代の拠点的な集落。
特に⼭ノ花遺跡の発掘調査では、
恒武⼤溝という河川跡が検出さ
れ、５世紀を主体とするおびた
だしい量の遺物が出⼟している。
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⽔辺の祭祀
⼭ノ花遺跡の発掘調査で
検出された恒武⼤溝から
は、蓋や儀仗形製品、⼑
装具など有⼒者の関与を
うかがわせる祭祀的な遺
物が出⼟している。
また、多くの⽯製模造品
や⿅⾓製の刻⾻なども出
⼟している。このような
遺物群の様相から、５世
紀前葉頃に⼤溝のほとり
で地域の⾸⻑による
祭祀が⾏なわれて
いた状況をうかがう
ことができる。
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儀仗形⽊製品 滑⽯製模造品
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⽣活・⽣業の道具
恒武⼤溝出⼟の⼟器は、⼤量の⼟師器とともに、当時としては貴
重で所有者が限られる初期須恵器がまとまって出⼟している。
⽊製品では農具や機織具など⽣活⽤具が出⼟している。また、⽯
製品では砥⽯、紡錘⾞などが出⼟している。

初期須恵器
須恵器⽣産が始まった５
世紀前半頃の陶⾢窯跡群
（⼤阪府堺市）で焼かれ
た須恵器が、恒武⼤溝か
ら出⼟している。まだ流
通量が少ない貴重な須恵
器を⼊⼿できる有⼒者の
存在がうかがえる。

おわりに
・弥⽣時代から古墳時代の
移⾏期に集落の⼤きな再編

・前期後半に⾚⾨上古墳が築か
れて以降は天⻯川⻄岸域で、
前⽅後円墳が約１世紀間築か
れない→中遠江との関係

・中期後半の積⽯塚に渡来⼈の
⾜跡がうかがえる

・中期末より⼩型前⽅後円墳の
増加→ヤマト政権の影響が
が細部に及ぶ

・後期の横⽳式⽯室と渡来系
⽂化の普及


